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NYマーケットレポート（2015年 3月 26日) 

NY 市場では、序盤に発表された米失業保険申請件数が、2 週間ぶりの減少となったことを好感して、ドルは主要通貨に対して堅調な動きと

なった。一方、サウジアラビアや湾岸諸国がイエメンに軍事介入したことを受けて、投資家がリスク回避の姿勢を強めたことから、比較的安

全な資産とされる円を買う動きが優勢となり、クロス円は軟調な動きとなった。その後は、大きく下落した米株価が下げ幅を縮小する動きとな

ったことから、クロス円は終盤にやや値を戻す動きも見られた。 

 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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NY 市場レポート 
 
21：00 
ドル/円 118.71  ユーロ/円 130.48  ユーロ/ドル 1.0994 
 
21：00 
欧州株式市場 

米主要株 株価 前日比 

英 FT100 6896.20 -94.77 

仏 CAC40 4944.52 -76.47 

独 DAX 11659.11 -206.21 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

21：25 

≪ 要人発言 ≫ 

ロックハート・アトランタ連銀総裁 

 

・「当局はドル相場を注視している」 

・「ドルが経済を若干押し下げる可能性はある」 

・「米経済、第1四半期のデータは軟調な模様」 

・「FOMC、6・7・9月会合で利上げ議題に」 

・「米経済はなお堅調な軌道にある」 

 

 

21：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

新規失業保険申請件数 28.2万件（予想 29.0万件・前回 29.1万件） 

 

失業保険継続受給者数 241.6万人（予想 240.0万人・前回 242.2万人） 

前回発表の241.7万人から242.2万人に修正 

 

 
（出所：ブルームバーグ) 
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（出所：ブルームバーグ) 

 

 

経済指標データ 

≪新規失業保険申請件数・継続受給者数≫ 

       申請件数・・・前週比・・4週移動平均・・受給者数・・受給者比率 

15/03/21・・・282,000・・・ -9,000・・・297,000・・・・＊＊＊＊・・・＊＊＊ 

15/03/14・・・291,000・・・ +1,000・・・304,750・・・・2,416,000・・・・1.8％ 

15/03/07・・・290,000・・・-35,000・・・302,500・・・・2,422,000・・・・1.8％ 

15/02/28・・・325,000・・・+12,000・・・306,000・・・・2,428,000・・・・1.8％ 

15/02/21・・・313,000・・・+31,000・・・294,500・・・・2,423,000・・・・1.8％ 

15/02/14・・・283,000・・・-22,000・・・283,000・・・・2,404,000・・・・1.8％ 

15/02/07・・・304,000・・・+25,000・・・289,750・・・・2,422,000・・・・1.8％ 

15/01/31・・・279,000・・・+12,000・・・293,000・・・・2,367,000・・・・1.8％ 

15/01/24・・・267,000・・・-42,000・・・299,250・・・・2,406,000・・・・1.8％ 

15/01/17・・・309,000・・・ -8,000・・・307,000・・・・2,394,000・・・・1.8％ 

15/01/10・・・317,000・・・+13,000・・・300,000・・・・2,463,000・・・・1.8％ 

15/01/03・・・304,000・・・ +6,000・・・293,000・・・・2,428,000・・・・1.8％ 

受給者数は集計が1週間遅れる 

 

 

22：10 

≪ 要人発言 ≫ 

ロックハート・アトランタ連銀総裁 

 

・「米経済は、2.5‐3％の成長を予想」 

・「経済に金利正常化を吸収する十分な強さがある」 

・「利上げは来る」 

 

・「より強いドル、米輸出に影響へ」 

・「ドルの影響は、すでに製造業で顕在化」 

・「ドルが成長に及ぼす影響を考慮する」 
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22：25 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

南ア政策金利発表 5.75％（予想 5.75%・前回 5.75%） 

 

 
（出所：ブルームバーグ) 

 

22：33 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 

ダウ平均 17613.70 -104.84 

ナスダック 4830.81 -45.71 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

 

22：45 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

3月マークイット米国サービス業 PMI 58.6（予想 57.0・前回 57.1） 

 
（出所：ブルームバーグ) 
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22：50 

≪ 要人発言 ≫ 

ドラギECB総裁～ローマでの議会証言 

 

・「QEで購入する債券が不足する兆候はない」 

・「ECBは少なくとも2016年9月まで債券購入を続ける」 

・「ECBは2011年以降大きな進歩を成し遂げた」 

・「銀行と国家の連鎖を断つために多くのことが成された」 

・「回復は構造的ではなく循環的、構造改革が不可欠」 

 

 

23：30 

≪ NY株式市場 序盤≫ 

 

序盤の株式市場は、サウジや湾岸諸国がイエメンに軍事介入したことで投資家心 

理が冷え込み、主要株価は売りが先行した。ダウ平均株価は、序盤から軟調な動 

きとなり、一時前日比で139ドル安まで下げる動きとなった。 

 

 

23：30 

IMFは、ギリシャからの３月の債務返済分受け取りを確認。 

 

 

0：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

3月カンザスシティ連銀製造業活動指数 -4（予想 1・前回 1） 

 

 
（出所：ブルームバーグ) 

 

 

≪ 経済指標のポイント ≫ 

 

（1）米失業保険申請件数は、前週比-0.9万件の 28.2万件となり、市場予想の 29.0万件を下回り、2週間ぶりの減

少となった。申請件数の4週移動平均は、前週比-7750件の 29.4万件。また、集計が 1週遅れる失業保険継続受給

者数は、前週比-0.6万件の241.6万件と 2週連続の減少となった。受給者総数の4週移動平均は、前週比+0.3万人

の 242万 2250人となった。受給者比率は、前週比横ばいの 1.8％となった。 
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（2）3月のマークイット米国サービス業PMI速報値は、58.6と市場予想の 57.0を上回り、昨年 9月以来の高い水

準となった。2月確報値の 57.1からも上昇した。当該指数は 50が景気の拡大と縮小の判断基準となる。また、同時

に発表された総合 PMI速報値は、58.5と2月の確報値の57.2を上回り、昨年 9月以来の高水準となった。 

 

1：00 

米主要株価・中盤 

ダウ 17716.07（-2.47）、S&P500 2058.62（-2.43） ナスダック 4870.67（-6.45） 

 

≪ NY債券市場 ・午前≫ 

 

序盤のニューヨーク債券市場は、米5年物国債入札が不調だったことから、7年債入札でも需要が弱い可能性がある

との警戒感が広がり、売りが先行した。また、米失業保険申請件数が市場予想より少なかったことも、売り材料と

なった。 

 

午前の利回りは、30年債が2.56％（前日 2.51％）、10年債が 1.97％（1.93％）、7年債が 1.77％（1.73％）、5

年債が 1.45％（1.41％）、3年債が 0.96％（0.94％）、2年債が 0.62％（0.60％）。 

 

 

欧州主要株価 終値 前日比 

英 FT100 6895.33 -95.64 
仏 CAC40 5006.35 -14.64 
独 DAX 11843.68 -21.64 

ストック欧州 600 指数 394.54 -3.41 
ユーロファースト 300 指数 1574.26 -12.70 
スペイン IBEX35 指数 11453.80 -10.90 

イタリア FTSE MIB 指数 22900.27 -244.83 
南ア アフリカ全株指数 51603.93 -709.09 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、米景気の先行き懸念や、サウジアラビアによるイエメンへの軍事介入で投資家がリスク回避姿勢

を強め、主要株価は売りが優勢となった。 

 
（出所：ブルームバーグ) 
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2：00 

≪米財務省 7年債入札≫  

 

最高落札利回り・・・・1.792％（前回 1.834％） 

最低落札利回り・・・・1.650％（前回 1.710％） 

最高利回り落札比率・・35.96％（前回 54.12％） 

応札倍率・・・・・・・2.32倍（前回 2.37倍） 

 

≪欧州のポイント≫  

 

①トルコのゼイベクチ経済相は、2014年の GDPについて、2.8％から 3.0％の伸びとなったとの見方を示した。第1・

四半期の成長率はマイナスにはならないものの、望ましい水準には達しない。また、景気は第2・四半期に回復し始

めるとの見通しを示した。 

 

②ECBが発表した 2月のユーロ圏各国の金融機関集計によると、ギリシャの銀行から 79億ユーロ（約1兆300億円）

の預金が引き出された。1月は 127億ユーロだった。EUは、2月20日にギリシャに対する金融支援の4ヵ月延長を

決定したが、緊縮策の実行をめぐって EUとギリシャの対立は深まっており、ギリシャ経済の先行きを不安視する預

金者が引き出しに動いているとみられる。 

 

③スペイン中銀は、月報で第1・四半期の GDPが前期比+0.8％との見通しを示した。前年同期比では+2.5％、2015

年通年では+2.8％と予想した。スペイン国家統計局は、4月末に第 1・四半期のGDP速報値を公表する。 

 

④英中銀は、市場の流動性が不足した場合に起きるリスクについて検証する。ギリシャ危機などが金融安定を脅か

す可能性があるとみている。金融行政委員会はリポートで、地政学的緊張と中国の成長減速、新興市場も引き続き

英国の安定への脅威だと指摘した。金融行政委員会は「投資配分と一部証券の価格形成が、流動性が市場で保たれ

る中で資産を売却できるとの前提に基づいているのではないかと、委員会は引き続き懸念する」とした上で、「一

部の市場での流動性は一段と危うくなった可能性がある」と警鐘を鳴らした。 

 

4：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

メキシコ政策金利発表 3.00％（予想 3.00%・前回 3.00%） 

 

 
（出所：ブルームバーグ) 

 

4：05 

NY金は、中心限月が前日比 7.80ドル高の 1オンス＝1204.80ドルで取引を終了した。 

 

 

4：15 

NY原油は、中心限月が前日比 2.22ドル高の1バレル＝51.43ドルで取引を終了した。 
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主要商品 終 値 前日比 

NY GOLD 1204.80 +7.80 

NY 原油 51.43 +2.22 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪ NY金市場 ≫ 

 

ＮＹ金は、サウジアラビアによるイエメン空爆で投資家のリスク回避志向が強まり、比較的安全な資産とされる金

に資金を避難させる動きが先行した。ただ、その後はドルがユーロなどに対して上昇したことから売りも出て、終

盤には上げ幅は縮小したが、約3週間ぶりに 1200ドル台を回復して引けた。 

 

 
（出所：ブルームバーグ) 

 

≪ NY原油市場 ≫ 

 

ＮＹ原油は、 サウジアラビアによるイエメンへの軍事介入で中東情勢が緊迫化し、原油供給に支障が出るとの懸念

から買いが優勢となった。終値ベースでは、今月 4日以来、約3週間ぶりの高値水準。 

 
（出所：ブルームバーグ) 
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主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 17678.23 -40.31 17759.51 17579.27 

S&P500 種 2056.15 -4.90 2067.15 2045.50 

ナスダック 4863.36 -13.16 4889.21 4825.93 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、サウジや湾岸諸国がイエメンに軍事介入したことで投資家心理が冷え込み、主要株価は売りが先行

した。その後は、下げ幅を縮小する動きとなった。ダウ平均株価は、序盤から軟調な動きとなり、一時前日比で 139

ドル安まで下げる動きとなった。その後は、下げ幅を縮小する動きとなり、一時下げ幅を帳消しにする場面もあっ

たものの、上値の重い動きとなった。 

 

 
（出所：ブルームバーグ) 

 

 

主要通貨 NY 終値 NY 高値 NY 安値 

USD/JPY 119.20  119.44  118.65  
EUR/JPY 129.77  130.78  129.53  
GBP/JPY 177.04  177.36  176.53  
AUD/JPY 93.30  93.50  93.13  
NZD/JPY 90.49  90.76  90.08  
EUR/USD 1.0887  1.1023  1.0857  
AUD/USD 0.7828  0.7879  0.7809  

(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、序盤に発表された米経済指標が予想より改善したことからドルは堅調な動きとなった。一方、中

東情勢の緊迫感から、リスク回避の動きが強まっており、クロス円は軟調な動きとなった。ただ、終盤には株価が

下げ幅を縮小する動きとなったことから、やや値を戻す動きも見られた。 

 

 

 
（出所：ブルームバーグ) 
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